








要約 

低出生体重児の運動発達変化を継時的に評価して,その特徴を分析することを試みた。それ

によると,低出生体重児の大部分は,むしろ正常児に劣らぬほど抗重力姿勢の発達がよいこ

とが分かった。しかし,出生体重が小さく在胎期間の短いケースでは,発達がかなり遅れる

ことが示された。 


